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南 条 殿 御 返 事 建治二年閏三月二四日 五五歳

かたびら一、しをいちだ、あぶら五そう給び候ひ了んぬ。
帷 塩 一 駄 油 升

ころもはかんをふせぎ、又ねつをふせぐ。みをかくし、みをかざる。法華経の第七
衣 寒 防 熱 身 隠 身

やくわうほんに云はく「如裸者得衣」等云云。心ははだかなるものゝころもをへたるが
薬 王 品 にょ ら しゃとく え 裸 者 衣 得

ごとし。もんの心はうれしき事をとかれて候。ふほうざうの人のなかに商那和衆と申
も ん 嬉 説 付 法 蔵 しょう な わ しゅ

す人あり。衣をきてむまれさせ給ふ。これは先生に仏法にころもをくやうせし人なり。
着 生 せんじょう 衣 供 養

されば法華経に云はく「柔和忍辱衣」等云云。こんろん山には石なし。みのぶのたけに
にゅう わ にんにく え 崑 崙 身 延 嶽

はしをなし。石なきところには、たまよりもいしすぐれたり。しをなきところには、
塩 無 玉 石 勝 塩 無

しをこめにもすぐれて候。国王のたからは左右の大臣なり、左右の大臣をば塩梅と申す。
塩 米 宝 えんばい

みそ・しをなければ、よわたりがたし。左右の臣なければ国をさまらず。あぶらと申す
味 噌 塩 世 治 油

は涅槃経に云はく「風のなかにあぶらなし。あぶらのなかにかぜなし」と。風をぢする
油 油 風 治

第一のくすりなり。

かたがたのものをくり給びて候。御心ざしのあらわれて候事申すばかりなし。せんず
物 送 詮

るところは、こなんでうどのゝ法華経の御しんようのふかゝりし事のあらわるゝか。王
所 故 南 条 殿 信 用 深

の心ざしをば臣のべ、をやの心ざしをば子の申しのぶるとはこれなり、あわれことのゝ
宣 親 故 殿

うれしとをぼすらん。
嬉

つくしにをゝはしの太郎と申しける大名ありけり。大将どのの御かんきをかほりて、
筑 紫 大 橋 勘 気

かまくらゆいのはま、つちのろうにこめられて十二年。めしはじめられしとき、つくし
鎌 倉 由 比 浜 土 牢 囚 恥 筑 紫

をうちいでしに、ごぜんにむかひて申せしは、ゆみやとるみとなりて、きみの御かんき
御 前 向 弓 矢 身 勘 気

をかほらんことはなげきならず。又ごぜんにをさなくよりなれしが、いまはなれん事い
嘆 御 前 幼 馴 離

うばかりなし。これはさてをきぬ。なんしにてもにょしにても、一人なき事なげきなり。
男 子 女 子 嘆

たゞしくわいにんのよしかたらせ給ふ。をうなごにてやあらんずらん、をのこゞにてや
懐 妊 女 子 男 子

候はんずらん。ゆくへをみざらん事くちをし、又かれが人となりて、ちゝというものもな
父 無

からんなげき、いかゞせんとをもへども力及ばずとていでにき。
思 出

かくて月ひすぐれば、ことゆへなく生まれにき。をのこゞにてありけり。七才の
日 男 子

としやまでらにのぼせてありければ、ともだちなりけるちごども、をやなしとわらひけ
年 山 寺 友 達 児 共 親 無 笑

り。いへにかへりてはゝにちゝをたづねけり。はゝのぶるかたなくして、なくより外の
家 母 父 母 宣 無 泣

ことなし。此のちご申す、天なくしては雨ふらず、地なくしてはくさをいず。たとい母
児 草

ありとも、ちゝなくばひとゝなるべからず。いかに父のありどころをばかくし給ふぞとせ
父 人 所 隠 責

めしかば、母せめられて云はく、わちごをさなければ申さぬなり。ありやうはかうなり。
和 児 幼 有 様

此のちごなくなく申すやう、さてちゝのかたみはなきかと申せしかば、これありとて、
児 泣 父 遺 物 無

をゝはしのせんぞの日記、ならびにはらの内なる子にゆづれる自筆の状なり。いよいよ
大 橋 先 祖 並 腹

をやこひしくて、なくより外の事なし。さていかゞせんといゐしかば、これより郎従
親 恋 泣 ろうじゅう
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あまたともせしかども、御かんきをかほりければみなちりうせぬ。そののちはいきてや、
伴 勘 気 散 失 後 生

又しにてや、をとづるゝ人なしとかたりければ、ふしころびなきて、いさむるをももち
死 音 信 語 伏 転 泣 諫 用

ゐざりけり。はゝいわく、をのれをやまでらにのぼする事は、をやのけうやうのためな
母 己 山 寺 登 親 孝 養

り。仏に花をもまいらせよ、経をも一巻よみて孝養とすべしと申せしかば、いそぎ寺に
急

のぼりていええかへる心なし。昼夜に法華経をよみしかば、よみわたりけるのみならず、
家 帰 読

そらにをぼへてありけり。
諳 覚

さて十二のとし、出家もせずしてかみをつゝみ、とかくしてつくしをにげいでて、
年 髪 筑 紫 逃 出

かまくらと申すところへたづねいりぬ。八幡の御前にまいりてふしをがみ申しけるは、
鎌 倉 伏 拝

八幡大菩薩は日本第十六の王、本地は霊山浄土、法華経をとかせ給ひし教主釈尊なり。
ほん ち りょうぜん

衆生のねがいをみて給はんがために神とあらわれさせ給ふ。今わがねがいみてさせ給へ。
満 我 願 満

をやは生きて候か、しにて候かと申して、いぬの時より法華経をはじめて、とらの時ま
親 死 戌 寅

でによみければ、なにとなくをさなきこへほうでんにひゞきわたり、こゝろすごかりけ
読 何 幼 声 宝 殿 響 凄

れば、まいりてありける人々も、かへらん事をわすれにき。皆人いちのやうにあつまり
参 帰 忘 市 集

てみければ、をさなき人にて法師ともをぼえず、をうなにてもなかりけり。をりしもきや
見 幼 女 京

うのにゐどの御さんけいありけり。人めをしのばせ給ひてまいり給ひたりけれども、御
二 位 参 詣 目

経のたうとき事つねにもすぐれたりければ、はつるまで御聴聞ありけり。さてかへらせ
尊 勝 果 帰

給ひてをはしけるが、あまりなごりのをしさに人をつけてをきて、大将殿へかゝる事あ
名 残 惜

りと申させ給ひければ、めして持仏堂にして御経よませまいらせ給ひけり。
召

さて次の日、又御聴聞ありければ、西のみかど人さわぎけり。いかなる事ぞときゝし
御 門 騒 聞

かば、今日はめしうどのくびきらるゝとのゝしりけり。あわれ、わがをやはいままで有
囚 人 頸 切 我 親

るべしとはをもわねども、さすが人のくびをきらるゝと申せば、我が身のなげきとをも
思 頸 思

ひてなみだぐみたりけり。大将殿あやしとごらんじて、わちごはいかなるものぞ、あり
涙 御 覧 和 児

のまゝに申せとありしかば、上くだんの事一々に申しけり。をさぶらひにありける大名
件 御 侍

小名、みすの内、みなそでをしぼりけり。大将殿かぢわらをめしてをほせありけるは、
翠 簾 袖 絞 梶 原 仰

大はしの太郎というめしうどまいらせよとありしかば、只今くびきらんとて、ゆいのはま
橋 囚 人 頸 由 比 浜

へつかわし候ひぬ。いまはきりてや候らんと申せしかば、このちご御まへなりけれども、
切 児 前

ふしころびなきあげり。をゝせのありけるは、かぢわらわれとはしりて、いまだ切らず
伏 泣 仰 梶 原 我 走

ばぐしてまいれとありしかば、いそぎいそぎ、ゆいのはまへはせゆく。いまだいたらぬ
具 参 急 由 比 浜 馳 致

によばわりければ、すでに頸切らんとて、刀をぬきたりけるときなりけり。
呼 時

さてかぢわらをゝはしの太郎を、なわつけながらぐしまいりて、をゝにはにひきすへ
梶 原 大 橋 繩 具 大 庭 引 据

たりければ、大将殿この ちごにとらせよとありしかば、ちごはしりをりて、なわをと
児 取 児 下 繩

きけり。大はしの太郎はわが子ともしらず、いかなる事ゆへにたすかるともしらざりけ
橋 知 助

り。さて大将殿又めして、このちごにやうやうの御ふせたびて、をゝはしの太郎をたぶ
児 布 施 給 大 橋 給

のみならず、本領をも安堵ありけり。大将殿をほせありけるは、法華経の御事は、昔よ
あん ど

りさる事とわきゝつたへたれども、丸は身にあたりて二つのゆへあり。一つには故親父
聞 まろ
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の御くびを、大上入道に切られてあさましともいうばかりなかりしに、いかなる神仏に
頸 太 政

か申すべきとをもいしに、走湯山の妙法尼より法華経をよみつたへ、千部と申せし時、
思 い ず 読

たかをのもんがく房、をやのくびをもて来てみせたりし上、かたきを打つのみならず、
高 雄 文 覚 親 頸 見 ・

日本国の武士の大将を給ひてあり。これひとへに法華経の御利生なり。二つにはこのちご
偏 児

がをやをたすけぬる事不思議なり。大橋の太郎というやつは、頼朝きくわいなりとをも
親 奴 奇 怪

う。たとい勅宣なりともかへし申して、くびをきりてん。あまりのにくさにこそ、十二
返 頸 切 憎

年まで土のろうには入れてありつるに、かゝる不思議あり。されば法華経と申す事はあ
牢

りがたき事なり。頼朝は武士の大将にて、多くのつみつもりてあれども、法華経を信じ
罪 積

まいらせて候へば、さりともとこそをもへとなみだぐみ給ひけり。
思 涙

今の御心ざしみ候へば、故なんでうどのはたゞ子なれば、いとをしとわをぼしめしけ
見 南 条 愛 思

るらめども、かく法華経をもて我がけうやうをすべしとはよもをぼしたらじ。たとひつみ
孝 養 思 罪

ありて、いかなるところにをはすとも、この御けうやうの心ざしをば、えんまほうわう
孝 養 閻 魔 法 王

・ぼんてん・たひしゃくまでもしろしめしぬらん。釈迦仏・法華経もいかでかすてさせ
梵 天 帝 釈

給ふべき。かのちごのちゝのをなわをときしと、この御心ざしかれにたがわず。これは
彼 父 緒 縄

なみだをもちてかきて候なり。
涙

又むくりのをこれるよし、これにはいまだうけ給はらず。これを申せば、日蓮房は
蒙 古 起

むくり国のわたるといへばよろこぶと申す。これゆわれなき事なり。かゝる事あるべし
蒙 古 所 以

と申せしかば、あだかたきと人ごとにせめしが、経文かぎりあれば来たるなり。いかにい
仇 敵 云

うともかなうまじき事なり。失もなくして国をたすけんと申せし者を用ひてこそあらざ
叶

らめ。又法華経の第五の巻をもて日蓮がおもてをうちしなり。梵天・帝釈是を御覧あり
面

き。鎌倉の八幡大菩薩も見させ給ひき。いかにも今は叶ふまじき世にて候へば、かゝる

山中にも入りぬるなり。各々も不便とは思へども、助けがたくやあらんずらん。よるひる
夜 昼

法華経に申し候なり。御信用の上にも力もをしまず申させ給へ。あえてこれよりの心ざ
惜

しのゆわきにはあらず。各々の御信心のあつくうすきにて候べし。たいしは日本国のよ
弱 厚 薄 大 旨

き人々は一定いけどりにぞなり候はんずらん。あらあさましや、あらあさましや。恐々

謹言。

後三月廿四日 日 蓮 花 押
のちの

南 条 殿 御 返 事


